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曇捻泌
 論文審査結果の要旨
 本研究は、構造物の風応答の予測精度を大幅に向上させることを目的とし、構造物の動
 特性を精度よく同定できる手法の開発に取り緩んだもので、全編7章よりなっている。
 第1章は序論であり、本研究の目的と背景について述べている。
 第2章では、構造物の動特性の同定手法について、従来の方法の問題点を指摘し、それ
 を解決する方法として、多自由度RD(Ra船。瓢Decrement)法の提案とFDD(FrequencyDomain
 Decompos量tion)法の新しい応用を図った。コンピュータシミュレーション並びに模型実験に
 基づき、これらの方法の妥当性を検証した。
 第3章では、第2章で提案した手法を用いて実構造物の動特性の同定を行い、これら
 の手法の適用性と応用性を検討した。いくつかのモードの固有振動数が接近している場合
 でも、各モードを明確に分離し、その固有振動数と減衰定数を精度よく推定できることを
 示し、提案した方法の有効性を実証した。また、得られた結果を用いてFBM解析モデルを
 チューニングすることで、より精度良く風応答を推定することが可能であることを示した。
 第4章では、低層建築物を対象とし、様々な状態での動特性の同定を行い、外壁、内壁、
 耐震ブレースなど、各構造要素の剛性評価を行った。得られた結果はデータベース化され、
 FEM解析モデルのアップデートに利用され、より精度よい応答予測を可能とする。
 第5章では、RTK心PSを用いた風応答測定法を提案レ、その測定精度と適用範囲を単純.
 な模型を用いた実験結果に基づいて検討した。
 第6章では、第5章で提案した手法を実構造物に適署した。従来の方法による結果との
 比較によって妥当性を確認するとともに、従来の方法では困難であった静的変位成分も精
 度よく測定できることを示した。さらに、構造物の健全性をモニタリングするために、
 RTK-GPSによる実測とFEMのハイブリッド利用によって部材応力度を推定する手法を提
 案した。
 第7章は結論である。
 以上、要するに、本論文は実構造物の動特性を高精度で同定する手法を提案するととも
 に、その結果をFEM解析モデルのアップデートに利用することで実構造物の高精度な風応
 答の推定を可能にしたものである。特に、構造物の動的応答に大きな影響を及ぼす減衰定
 数を精度よく同定できる手法を提案したことは、風応答のみならず地震応答の推定精度を
 大幅に改善するものであり、建築構造学の発展に大きく寄与する。
 よって、本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
灘
{
 一92一
 き
『
